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近の槙式断面は第3図のようである。
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となり，合計でお灘よそ麟，（）（x）tの鉱量が推定される、，
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　今織の調査の緒果，判明したごとを濠とめれば次のよ

うになる（、

　1）　ペグツタイレおよびペグΨタイト質石英脈綻）薮石

鉱床は細脈なものが癒とんどで，稼行対象となるような

ものは見蟻らない、

　慧）転石鉱床も，晶位は良好であるが，概して分布籟

囲狭く，層厚も薄いと考えられるので，大規模な稼行は

むずかしいと思われる。

　3）第3坑の転石鉱床は現在のところ露出は小さいが

北方方陶袴拡がるものと考えられるので，試掘調査する

ことが望蜜し残、

　4）転石鉱床申にはユ撒に達するような瑳石礫が含ま

れるが，地表に露出する苓英脈はいずれも継翻養なものば

かりで，これら珪石がどこから運ばれたものか不明であ

る。あるいは鉱床の下部はペグマタイト質石英脈に連続

しているとも考えられる。

　終りに今回の調査にあたり御協力いただいた佐賀県庁

の方々に深く謝意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和38隼5月稿）
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